
第３期 第４期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

学
部

教員養成フラッグシップ大学の指定

理論と実践の
往還型カリキュラム
学校臨床研究

へき地教育PG

ICT指導力・教育データ
利活用能力の育成

教育実習前CBT

全国の47大学に
無償提供（R3）

教
職
大
学
院

新教職大学院設置（R3）
全教員が教職大学院と学部の
両方を担当

全国の教職大学院
との連携強化

研
修

開発

特例措置を活用した新たなカリキュラムの開始
“実践”と“理論”のスパイラル型教職コアカリキュラム

教職大学院ネットワークへの参加・協力

ラーニング・ポイント制度
短期履修学生制度

教員養成フラッグシップ大学構想

連携強化

令和９年度

“実践”と“理論”
のスパイラル

オンラインプラットフォームとして
全国に提供（目標：100大学） 更なる拡大へ

旭川校札幌校 釧路校 函館校 岩見沢校

教員養成課程 国際地域学科
芸術・スポーツ
文化学科

「令和の日本型学校教育」に対応した“実践”と“理論”
のスパイラル型教職コアカリキュラムの構築

－“探究的・省察的実践家”としての教員の養成－ 工程表① 構想の全体像

オンライン履修
プログラムの開発発展

特例
措置

実践科目群の再構築

省察科目群の導入 工程表② 先導的・革新的な教員養成プログラムの研究・開発
－“実践”と“理論”のスパイラル型教職コアカリキュラム－

教員養成特別入試と教職大学院の接続 内部推薦入試の検討

接続

工程表③ 全国的な教員養成ネットワークの構築と成果の展開・普及検証
－「教育実践力向上CBT」の普及とネットワークの拡充－

工程表④ 取組の検証を踏まえた教職課程に関する制度の改善への貢献
－取組の検証－

改称
教育実践力向上CBT

理論科目の再編・新設

第１期生輩出

開発・実施

進学状況の確認・検証

単位互換

オンライン履修プログラムによる
入学者受け入れ

学生受け入れ

３年目評価 ５年目評価

（ＡＣ期間） 現行の教育課程の検証・見直し

連携

１期生入学 教育現場大学戦略本部 IRセンター

フラッグ
シップ指定

民間企業

附属学校

連携大学

へき地・
小規模校
教育研究
センター

未来の
学び

協創研究
センター

教職大学院

教育委員会

教育実践校
拡充体制の構築

反映

教育委員会

シンポジウム開催 シンポジウム開催

教員養成の高度化プログラム

進学

人材
輩出

検討・開発 プログラムの実施



第１期生

第２期生～

工程表②
第３期 第４期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

先導的・革新的な教員養成プログラムの研究・開発
－“実践”と“理論”のスパイラル型教職コアカリキュラム－

教員養成フラッグシップ大学の指定

フラッグ
シップ指定

特例措置を活用した新たなカリキュラムの開始

“実践”と“理論”の
スパイラル型
教職コアカリキュラム
授業科目の開発

１期生入学 教育現場

学びの段階に応じた教育実践力向上CBT（e-learning及びtesting）による
学校現場の基礎となる学びの確認・定着や実践力向上

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教師のやりがい・自覚
教師としての実感

実践と自信
教職に対する強い情熱

▼教師になる、そのために学
ぶという強い動機付けを与え
る

▼学ぶ意義や有用性を実感
▼「教職」というものの体験
的理解が進む

▼探究と省察が習慣化
▼学び続ける態度が身につく

▼「探求的・省察的実践家」
として成長

省察科目の導入、教育実践力向上CBTの活用により実践と理論の往還をより強化

理論

実践

４期生入学

３期生入学

２期生入学

理論と実践
の往還から

“実践”と“理論”
のスパイラルへ 省察

理論

実践

実践と
理論の
往還

IICT活用実践論
【必修】

教育実習Ⅰ（主免）
【必須】 教育実習Ⅱ（副免）教育フィールド研究

Ⅰ【必修】
教育フィールド研究

Ⅱ【必修】

基礎実習【必須】 へき地校体験実習
Ⅰ・Ⅱ 特別支援教育実習

学校教育実践開発論
Ⅰ【必修】

学校臨床研究
【必修】

学校教育実践開発論
Ⅱ【必修】

教職実践演習
【必修】

ファシリテーション
論【必修】

PBL型授業研究Ⅱ
【必修】

コミュニティスクー
ル実践論【必修】

PBL型授業研究Ⅰ
【必修】

１年次科目開発

２年次科目開発

３年次科目開発
４年次科目開発

１年次授業評価・検証 ２年次授業評価・検証 ４年次授業評価・検証

２年次授業評価・検証 ３年次授業評価・検証 ４年次授業評価・検証

１年次授業評価・検証 ２年次授業評価・検証 ３年次授業評価・検証

取組の成果・効果に基づき
次期生の授業を改善

１年次授業評価・検証

教員養成フラッグシップ大学構想

「令和の日本型学校教育」に対応した“実践”と“理論”
のスパイラル型教職コアカリキュラムの構築

－“探究的・省察的実践家”としての教員の養成－

反映

３年次授業評価・検証

人材
輩出

特例
措置



第３期 第４期
～令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

旭川校

釧路校

函館校

岩見沢校札幌校

（参考）小学校教諭一種免許状を取得
できる大学（令和２年４月１日現在）

２４８大学

参画大学

100大学

40%

その他の大学

148大学

60%
シェア率

1 2

3
4

5

6

7

8

9
10

11
12

13
14 15

16

17

21

19

20

18

2223
24

25

26

27

28

29

30
31

32
33

34

35

36

37

38

39

40

41

4243

44

45

46

47

工程表③工程表③ 全国的な教員養成ネットワークの構築と成果の展開・普及
検証 －「教育実践力向上CBT」の普及とネットワークの拡充－

教員養成フラッグシップ大学の指定
特例措置を活用した新たなカリキュラムの開始

全国の47大学 に
無償提供（R3実績）

実践力を備えた
教師へ成長

実習等で
実践を
学修

大学で
理論を
学修

CBT

フラッグ
シップ指定

教育実践力向上CBTをオンラインプラットフォームとして全国に提供（目標：100大学）

CBTの47参画大学
（令和３年９月現在）…

教員養成フラッグシップ大学構想

「令和の日本型学校教育」に対応した“実践”と“理論”
のスパイラル型教職コアカリキュラムの構築

－“探究的・省察的実践家”としての教員の養成－

更なる拡大へ
連携大学 フラッグシップ指定による更なる広報活動

北海道教育委員会及び札幌市教育委員会
に「初任者研修」として提供教育委員会

ネットワークの構築

大学活用方法の検
討

活用方法マニュア
ルの作成・提供

普及状況の検証・フォローアップを通じた改善
アンケート等の実施

参画大学のデータ分析

以降
継続

全国の教員養成
スターンダード
モデルへと発展

社会実装へ

旭川校札幌校 釧路校 函館校 岩見沢校

教員養成課程 国際地域学科芸術・スポーツ
文化学科

学部教育

学校現場

IRセンター

学部教育と
学校現場の
両輪による
普及・改善

4%
6%

34%

17%

15%

11%
13%

北海道
東北
関東
中部
関西
四国・中国
九州

18%

7%

75%

国立
公立
私立

令和３年度教育実習前CBT提供実績
地方別 校種別

「教育実践力向上
CBT」と「省察」の
相関分析

改善
結果を
反映

日本教育大学協会を通じた成果の普及

フラッグシップ指定大学共同でのシンポジウム フラッグ
シップ指定

教育実践力向上CBTを
全国の都道府県教育委員会等へ展開

初任者研修や
法定研修教材として活用

初任教員の赴任を円滑化

教育実践力の向上

全国各地の新たな
課題を情報収集

カリキュラム改善の全国
的なサイクルの確立へ

結果を
反映

人材
輩出

特例
措置



全体工程

【検証①】
在学時

【検証②】
卒業時

【検証③】
卒業１年後

第３期 第４期

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

導入後１～４年目

導入後４年目

導入後５年目

第５期

令和１０年度

工程表④ 取組の検証を踏まえた教職課程に関する制度の改善への
貢献 －取組の検証－

教員養成フラッグシップ大学の指定
特例措置を活用した新たなカリキュラムの開始

１期生 教育現場

次世代型LMSの導入
データ蓄積準備
・環境構築

新カリキュラム開発

効果の測定・検証

データ収集
項目の検討

取組の成果・効果の検証（大学戦略本部／フラッグシップ戦略チーム）
評価方法の開発

次世代型ＬＭＳ
Learning
Management
System

自己点検評価・改善

旧カリキュラム（～令和７年度）

コアカリキュラムの検証

新カリキュラム（令和５年度～）

５年目評価

新カリキュラム（令和５年度～）

旧カリキュラム（～令和７年度）

卒業１年後調査

項目の策定

項目の策定

卒業時調査（新カリキュラムとの比較データの蓄積）

卒業１年後調査（新カリキュラムとの比較データの蓄積）

エビ
デンス

教員養成フラッグシップ大学構想

「令和の日本型学校教育」に対応した“実践”と“理論”
のスパイラル型教職コアカリキュラムの構築

－“探究的・省察的実践家”としての教員の養成－

項目の策定 データ分析
自己評価アンケート等

３年目評価

データ分析

大学戦略本部 IRセンター

“実践”と“理論”
のスパイラル

フラッグ
シップ指定

エビ
デンス

学生の学修成果等、データの蓄積

学修成果の可視化

教育実践力向上CBTデータの蓄積

データ分析

「教育実践力向上CBT」と「省察」の相関分析
教員育成指標のルーブリック評価指標開発（本学及び教育委員会）

数値データ化（本学及び教育委員会）
教育委員会

研究

次世代型LMS
の検証

ステークホルダー
による検証・評価

結果を
反映

人材
輩出

特例
措置

授業評価・検証 授業評価・検証 授業評価・検証 授業評価・検証

卒業時調査
検証

見直し

結果を
反映

検証
勤務校に対する調査

教育現場
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